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目的

• 地熱構造（熱構造、貯留構造、断裂構造）を明らか
にし、構造試錐井のターゲット・仕様等を検討する。

• どこを掘れば地熱発電ができるかについて井戸を
掘る前に検討する。
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平たく言うと



調査内容

• 地質調査
– 実際に歩いて地質構造を調べる。

• 地化学調査
– 噴気や温泉の化学性状を分析する。

• 電磁探査
– 地下の電気の通りやすさを調べる。

• 重力探査
– 地下の堆積物や岩石の密度を調べる。

• 総合解析
– 調査結果を総合して、どこを掘ればいいのか考える。

• 温泉モニタリング
– 開発前からデータを蓄積し、地熱開発の影響を評価する基礎資料と
する。
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湯沼～アトサヌプリ地域 地熱資源開発調査 工程表
－ 【計画（上段）】 と 【実績（下段）】 －
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噴気孔位置図
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第二硫黄山

湯沼南西噴気

第二硫黄山と
アトサヌプリの
間の噴気



アトサヌプリ
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第二硫黄山
硫黄臭あり（地熱流体そのものが噴気）
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湯沼南西噴気（左）と第二硫黄山とアトサヌプリの間
の噴気（右） いずれも硫黄臭なし（熱交換により浅い地下水が沸騰）
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地化学調査地点位置図
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噴気ガスのHe-Ar-N2三成分系
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水素-酸素同位体比
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地熱モデル図
範囲
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地熱モデル図範囲



地熱モデル平面図

12



地熱モデル断面図
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地熱モデル断面図（電磁探査結果との比較）
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見込まれる資源量（試算結果）

• 定常的にアトサヌプリカルデラ内に流入している熱量

– 熱量：74.7 MW

– 4 MPaA飽和蒸気換算：113 t/h

• ターゲット①の生産井1本で生産可能な蒸気流量（セパレー
タ圧力0.5 MPaA下）

– 地熱流体流動モデル①供給ルートが深度250 mであった
場合：40 t/h

– 地熱流体流動モデル①供給ルートが深度500 mであった
場合：99 t/h
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構造試錐井掘削敷地候補地一覧
項目 候補①-1 候補①-2 候補①-3 候補①-4 候補②
対象ターゲット ターゲット案① ターゲット案②
伐採が必要な立木の
本数

1本 15～20本 10本程度 2本（林道上） 10～20本（林道
造成）

切土の必要性 切土不要 最深3 m程度
の切土が必
要

切土不要 傾斜地のため、比
較的大規模な切土
が必要

切土不要

搬入路 鉄板敷きのみで対応可能（伐採・造成不要） 林道補修が必要 立木の伐採（10
～20本）を伴う
林道造成が必要

選定理由 ターゲット①案
掘削敷地として
は伐採本数が最
も少ない。

候補① -1よ
りも溶岩層
（キャップ
ロック）が
厚いと推定
される。

候補①-1より
もアトサヌプ
リ（地熱流体
の供給源）に
近い。

候補①-3よりも溶
岩層（キャップ
ロック）が厚いと
推定される。

ターゲット案①
が否定された場
合の代案

敷地造成にともなう
環境影響

◎
（ほぼなし）

△
(伐採・切土)

○
（伐採）

△
（伐採・切土）

-

敷地造成費用 ◎（数10万円） ○（約300万円） ◎（数10万円） ▲（約2000万円） -
現時点の調査結果か
ら期待できる蒸気量

▲
（ほぼ期待できない）

△
（1～2 t/h程度）

○
（10 t/h程度）

◎
（20～30 t/h程度）

-

総合評価 ターゲット案①
が有望かどうか
の判断材料を得
る目的には最適。
蒸気は噴気しな
い可能性がある。

環境影響・
期待できる
蒸気量とも
に中途半端
である。

環境影響が比
較的小さく、
期待できる蒸
気量も比較的
多い。

敷地造成・資材搬
入出費用がかさむ
が、期待できる蒸
気量は今回の候補
地の中では最も多
い。

-



500 m級構造試錐井掘削工事

• 櫓高さ：約20 m

• 試錐機
– 利根リゾートクラス

• 水井戸掘削
– エアハンマー工法による水井戸掘
削を先行

– 掘削水確保・仮噴気試験時の還元
井（熱水処理）

• 敷地面積
– 20 m×30 mが理想
（15 m×20 mでもなんとか可能）

– 泥水タンク・ポンプなどの分散配置
も可能
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構造試錐井掘削に使用する機械（試錐機）

水井戸掘削に使用する機械（エアハンマー）



地熱資源開発 今後の流れ（案）
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ターゲット案①（500 m級）構造試錐井掘削

蒸気噴出？
（仮噴気試験）

高温部あるか？
（側方流動の確認）

ターゲット案②（2,000 m級）構造試錐井掘削

（
周
辺
の
別
の
掘
削
基
地
）

蒸気噴出？
（仮噴気試験）

地熱構造モデルの再検討
新たなターゲット検討・掘削

発送電開始

能力評価・設備設計

発電所建設・送電線整備

生産井・還元井掘削

yes

no

yes

no

yes

no

2
年
目
（Ｈ
29
）

3
年
目
（Ｈ
30
）


